
上田地域シルバーだより　第198号　2017年（平成29年）  １月20日

公益社団法人上田地域シルバー人材センター
長野県上田市常磐城三丁目2番10号
TEL.（0268）23-6002　FAX.（0268）26-4828
ホームページ：http://ueda-sjc.org   
E-mail : uedasc@sjc.ne.jp

2017.1. 20

Vol.198

会員数　男1,405名　女729名　計2,134名　12月31日現在

　明けましておめでとうござい
ます。穏やかな内に新春を迎え
ました。本年も皆様にとりまし
てご健勝で幸せな年になります
ようお祈り申し上げます。 

　本年は「酉年さわぐ」と言われますが、はたし
てどんな年になりますでしょうか。様々に波乱を
含んだ世界情勢の中で難しいかじ取りを迫られる
我が国の先行きが大変気に掛かるところです。 
　年明け早々「高齢者の定義を75歳以上に引き
上げるべき」と日本老年学会が国へ提言しました。
何か10歳若返ったような気分になりますが、社
会福祉や年金などへの影響など課題も多そうです。
言えることは社会の担い手としてこれまで以上
に高齢者への期待が高まっているということです。
そんな状況下ではありますが、シルバー人材セン
ターではその立ち位置と役割を再確認して、これ

からもセンターに集う働く会員皆様の就労の安定
確保と福祉向上に努めてまいりたく存じます。 
　本センターにおける今年度の事業実績は、会員
皆様の頑張りにより前年度比約 104％と順調に
成果を上げています。特に大河ドラマ「真田丸」で
盛況の当地域にあって、観光ガイドや施設管理な
ど関連事業において大きな実績を上げています。 
　介護事業に伴う生活支援事業は29年度から範
囲を拡大し、いよいよ本格実施となります。地域
の多種多様な要望に応え、信頼されるシルバー
センターとして更なる前進を続けるために会員皆
様の一層の活躍を期待いたします。そして、豊か
さと生きがいを実感できる皆様の暮らしが築か
れますことを願ってやみません。末筆ながら本セ
ンターにご指導、ご協力賜っております行政機関、
事業所、企業及び地域住民の皆様に感謝を申し上
げ年頭のご挨拶と致します。 

理 事 会 報 告 （12月22日開催）
◎平成28年11月末実績と決算予想について
　11 月末の実績は予算を上回る収入があり、このまま推移す

れば 170 万円余りの黒字が予想されます。
◎会員懇談会の議題について
　　2 月から各地区で実施される会員懇談会の日程及び主な

議題について決定しました。
◎塩田の郷マレットゴルフ場の事業報告について
　指定管理事業で塩田の郷マレットゴルフ場の実績報告がされ

ました。
◎役員の１１月事業報告がされました。
◎会員互助会報告、各委員会報告、女性班活動報告がされまし
た。

◎承認事項
議案第１号　新規会員の承認について
　11月の新規会員が承認されました。11月末の会員数は

2,132人となりました。
◎審議事項・報告事項
◎事業実績について
　11 月末事業実績が報告されました。４～ 11 月実績は前

年比 104.5％の実績となりました。
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豊かさと生きがいのある暮らし目指して 

上田第一ブロック  小山　祐子
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理事長　堀内 憲明

互助会写真同好会指導員  目黒 鉄也

確定申告をしましょう シルバーだよりと共に平成27年12月〜28年11月に就業した分の配分
金支払証明書を配布しました。皆さん、確定申告をしましょう。

　明けましておめでとうございます。
　昭和20年、終戦の年に生まれた我々
は酉年で、年女となりますがまた一つ
年を重ねるという、行き先の不安を強
く感じる昨今ですが、とりあえず健康
で毎日を送るための努力も不可欠かと
考えます。大切な健康寿命を伸ばすに
は、筋トレ、脳トレ、脂肪とれを是非実
践すべく、今年は年頭に揚げてみたと
ころです。会員の皆様方にも良い一年
であります様お祈り申し上げます。

　日頃女性班きずなの会にかかわらせ
ていただいております。昨年の介護保
険の改正により、家事援助などの女性
特有の就業が増えてきて、益々女性会
員の手が必要となっております。きず
なの会でも女性会員拡大につなげられ
るような事業にも、力を入れていく計
画も予定しております。引き続き会員
の皆様と協力しあいながら、私も全力
でこの仕事に取り組んでいきたいと思
います。

きずなの会の発展を願って

就業情報案内の電話番号は75-9666です。ご利用ください。
携帯メール、ホームページでも就業情報案内が確認できます。詳しくはセンターへ

配 分 金 の 確 定 申 告

平成28年分「配分金支払証明書」により申告をお願いします。就業をされた会員さんに支払われる「配分金」は、所得税法
上の「雑所得」として区分されます。申告の内容については、収入の種別、合算等により個々に違いがありますので、不明
な点は税務署・各市町村税務課にお問い合わせ下さい。

配分金の確定申告の時期が近づきました。
確定申告期間／平成29年2月16日(木）～3月15日(水)

北海道 知床の鶴

まあ、いいか 手抜きが招く 一大事 上田地域シルバー人材センター
安全適正就業委員会

平成28年度事故発生状況　（平成28年12月報告分）
日付 地区 性別 年齢 事故種類 事故の原因・内容

12月7日 上田 男 82 傷害 剪定中、三脚の開き止めが不十分だったため、三脚がぐらつき落下、腰を骨折入院

12月7日 丸子 男 74 傷害 剪定作業中、つまづいて転倒、右肩を庭石にぶつけ骨折通院

STOP
事故



　7回目の年女です。今から15年ほど前シルバーさんの
働きかけをきっかけに、リフォーム班の活動をさせていた
だいております。毎週木曜日、8名の会員と諏訪部会館
で和服のリフォームを中心に、洋服、カバン、帽子、小物
等の製作に励んでいます。そして、一年の集大成として高
齢者の文化祭で製作品の展示販売をし、市民の皆様に購
入いただき大変感謝しています。リフォーム班のモットーは
「もったいない精神」を大切にして「古布」を主に生活に
潤いを与える手作りの品を通して、皆様との触れ合いを大
切にしていたいと思います。

　シルバーのスローガン“豊かな経験
と能力を活かし、働く喜びと社会参加”
に共鳴して入会し3年になります。依
頼者の仕事は、企業から個人に至るま
で幅広く、その内容は多岐にわたり、需
要は益々高まっております。特に個人か
らの依頼傾向としては、高齢社会に相俟っ
て高齢者からの清掃、片付け、庭木の手
入れ、草取り、家事援助などが多くみられま
す。そんな中で私の仕事は、作業終了後の代
金の収納担当をしています。依頼先に集金に伺っ
た折に、作業をした会員の仕事ぶりに対する感謝の言葉を
お聞きするたびに、ことのほか嬉しく思います。依頼者、会
員、シルバー三位一体となった社会参加活動に改めて喜び
と生き甲斐を見出した思いです。

　シルバー入会前は、自営業の仕事をしており、入会後の
最初の仕事は、真田丸に縁のある産業観光課の観光施設
の土木作業でした。その後は、工場の屋内作業・草刈り等
の仕事をして１１年が経過しました。
　その中で、昨年テレビ放映された真田丸による、駐車
場係として、長谷寺・お屋敷公園での仕事となり、日本
各地（北は北海道、南は沖縄）から車・人が、大勢真田
町を訪れた事に大変驚きました。
　年々、体力が落ちてきた事を自覚していますが、健康で
いる限りは、元気で働こうと思っています。

　私は長野市大町で昭和 8年に生まれ、その年の干支
から酉雄と名付けられ、思い数えると7回目の年男です。
60歳の定年を迎えるまで会社に勤務し、定年後平成9年
5月1日にシルバー人材センターに入会しました。主に除
草・剪定作業のほか片付け作業に携わり、早いもので今年
で20年になります。今もなお現役で仲間と仕事をしたり、
趣味のカラオケを楽しんだり、孫の成長を見守りながら毎
日過ごしています。
　今年もいろいろな出会いを大切に、健康に気を付けて
頑張りたいと思います。

　60代半ばにシルバーに
入会して、今年 7年目を
迎えました。最初は草刈り
作業等していましたが、事
務所より振興公社の募集
があると連絡があり、すぐ

面接を受け作業が自分に合っており、二つ返事ですぐに日
帰り温泉の就業の仲間入りをしました。当初は館内の清掃、
片づけが主でしたが、今はフロントで来館者の受付をして
います。今後も日々健康に留意し、いつも笑顔で頑張りた
いと思います。

　六回目の年女を迎え、今はシルバー人材センターのお
蔭で週３日半日の清掃をやっています。家にいるとつい何
もしないで一日が過ぎ、「膝が痛い」「腰が痛い」と広告
の宣伝文句ではありませんがつい怠けてしまいます。
　去年、シルバー女性班のそば打ち講習会があり体験した
のをきっかけに、今年は是非そば打ちに挑戦して、大晦日
には家族に自家製そば粉で蕎麦を打ち食べてもらいたいと
目標を持って楽しみながら仕事を続けたいと思っています。
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　大河ドラマ「真田丸」によって、大河ドラマ館の入場者も100万人という未曽有
の数字をたたき出し、上田市へのお客様は予想を超える大きな賑わいを見せたと
ころです。我がシルバー観光ガイド班も、おもてなし最前線で上田城や街中を中
心として案内ガイドに勇往邁進し、大活躍しました。
　明けて29年、ドラマの終了と入れ替わり、ポスト真田丸として真田丸以後の事業展開に取り組んでいます。
ドラマ放送による観光誘客の効果は絶大なものがあることは数字で示されていますが、当地域において上田
城の存在と真田氏の歴史が観光目的の最大の目玉であることが改めて確認されたことと、今回の取り組みで
上田の名が全国に知れ渡った効果をしっかりと認識することが大切かと思われます。
　観光ガイド班ではこれを踏まえ、ポスト真田丸の取り組みとして「上田城」を重点ガイドポイントにし、加
えて「真田地区」や「別所、塩田の信州の鎌倉」などの案内を行っていくため、今回ガイド班員の独自制作によ
るＰＲパンフレットを作成し、全国の観光会社、旅行会社に送付することにしました。内容は、ガイドコー
スの紹介と合わせて利用料金表も添付しており、同時に実施するシルバーホームページへのガイド班の案内
ページのアップと合わせて営業宣伝活動に力をいれ、ガイドによる誘客を進めていく方針です。

　年末の恒例となっているきずな講習会は、フラ
ワーアレンジメント、そば打ち、こけ玉作り講習会
を各支所で12月に開催し、毎回男性会員も何人
か参加していただき、心待ちにしている会員がたく
さんいます。
　終了後はそれぞれ自分で作り上げた作品に満足
しながら、また会員同士の親睦も図れ、毎年有意
義な講習会として好評です。

各種講習会を開催
きずな（女性班）

金の収納担当をしています。依頼先に集金に伺っ

酉年生まれの皆さん、
年男、年女
おめでとうございます。

酉年生まれの
会員は120人です。
7回目
6回目
5回目

14人（女性　1人）
105人（女性39人）

1人  　　　　　

リフォーム一筋

喜びを共有して

元気で働こう

入会して20年　年男

親交のふれあいに感謝

蕎麦打ちに挑戦

上田第二地区

上田第一地区

真田地区

丸子・武石地区

東御地区

長和地区

木藤 テル子

滝沢 奉吾

若林 守男

松坂 酉雄

小河原 實

五十嵐 三枝子

フラワーアレンジメント（丸子・武石地区）

そば打ち（長和地区）

フラワーアレンジメント（長和地区）

こけ玉づくり（東御地区）

　上田市指定管理者事業の塩田の郷マレットゴルフ場、天下山マレットゴルフ
場は、それぞれ１１月末と１２月末に本年度の営業を終了いたしました。
　本年度は、万全なコースの環境整備と質の高いサービスの提供、マレットゴ
ルフの振興と普及などを柱に、施設の管理運営に努めてまいりました。
近年、マレットゴルフ人口の減少傾向の中で、利用者の拡大が大きな課題になっ
ています。塩田の郷では、今年度ポイントカードの導入や割引券の配布、上田
電鉄との連携イベントの開催など、新たな取組みが行われました。一方、天下
山では、リピーターや各種大会の開催確保など地道な活動に力を注いでまいり
ましたが、両施設の入場者数等は右記（別表）のとおりであり、マレットゴル
フを取り巻く環境の厳しさを実感しているところであります。
　会員及びクラブの皆様には、期間中コース整備作業のボランティア活動などにご協力をいただきましたことに、
この場をお借りして御礼申し上げます。
　両ゴルフ場は、いずれも眺望がすばらしく心身ともにリフレシュできる施設です。来年度に向かって、マレッ
トの魅力をより一層ＰＲし、入場者数増をめざした活動を進めてまいりますので、会員皆様のご協力をよろしく
お願いいたします。

塩田の郷 天下山

27年度入場者 27,502人 18,857人

28年度入場者 25,999人 19,040人

前年対比 94.53% 100.97%

27年売上 8,975,000円 3,803,900円

28年売上 8,179,300円 3,365,350円

前年対比 91.13% 88.47%

マレットゴルフ場ご利用ありがとうございました
マレットゴルフ場入場者

売上、事業報告

　明けて29年、ドラマの終了と入れ替わり、ポスト真田丸として真田丸以後の事業展開に取り組んでいます。
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　大河ドラマ「真田丸」によって、大河ドラマ館の入場者も100万人という未曽有
の数字をたたき出し、上田市へのお客様は予想を超える大きな賑わいを見せたと
ころです。我がシルバー観光ガイド班も、おもてなし最前線で上田城や街中を中
心として案内ガイドに勇往邁進し、大活躍しました。
　明けて29年、ドラマの終了と入れ替わり、ポスト真田丸として真田丸以後の事業展開に取り組んでいます。
ドラマ放送による観光誘客の効果は絶大なものがあることは数字で示されていますが、当地域において上田
城の存在と真田氏の歴史が観光目的の最大の目玉であることが改めて確認されたことと、今回の取り組みで
上田の名が全国に知れ渡った効果をしっかりと認識することが大切かと思われます。
　観光ガイド班ではこれを踏まえ、ポスト真田丸の取り組みとして「上田城」を重点ガイドポイントにし、加
えて「真田地区」や「別所、塩田の信州の鎌倉」などの案内を行っていくため、今回ガイド班員の独自制作によ
るＰＲパンフレットを作成し、全国の観光会社、旅行会社に送付することにしました。内容は、ガイドコー
スの紹介と合わせて利用料金表も添付しており、同時に実施するシルバーホームページへのガイド班の案内
ページのアップと合わせて営業宣伝活動に力をいれ、ガイドによる誘客を進めていく方針です。

　年末の恒例となっているきずな講習会は、フラ
ワーアレンジメント、そば打ち、こけ玉作り講習会
を各支所で12月に開催し、毎回男性会員も何人
か参加していただき、心待ちにしている会員がたく
さんいます。
　終了後はそれぞれ自分で作り上げた作品に満足
しながら、また会員同士の親睦も図れ、毎年有意
義な講習会として好評です。

各種講習会を開催
きずな（女性班）

金の収納担当をしています。依頼先に集金に伺っ

酉年生まれの皆さん、
年男、年女
おめでとうございます。

酉年生まれの
会員は120人です。
7回目
6回目
5回目

14人（女性　1人）
105人（女性39人）

1人  　　　　　

リフォーム一筋

喜びを共有して

元気で働こう

入会して20年　年男

親交のふれあいに感謝

蕎麦打ちに挑戦

上田第二地区

上田第一地区

真田地区

丸子・武石地区

東御地区

長和地区

木藤 テル子

滝沢 奉吾

若林 守男

松坂 酉雄

小河原 實

五十嵐 三枝子

フラワーアレンジメント（丸子・武石地区）

そば打ち（長和地区）

フラワーアレンジメント（長和地区）

こけ玉づくり（東御地区）

　上田市指定管理者事業の塩田の郷マレットゴルフ場、天下山マレットゴルフ
場は、それぞれ１１月末と１２月末に本年度の営業を終了いたしました。
　本年度は、万全なコースの環境整備と質の高いサービスの提供、マレットゴ
ルフの振興と普及などを柱に、施設の管理運営に努めてまいりました。
近年、マレットゴルフ人口の減少傾向の中で、利用者の拡大が大きな課題になっ
ています。塩田の郷では、今年度ポイントカードの導入や割引券の配布、上田
電鉄との連携イベントの開催など、新たな取組みが行われました。一方、天下
山では、リピーターや各種大会の開催確保など地道な活動に力を注いでまいり
ましたが、両施設の入場者数等は右記（別表）のとおりであり、マレットゴル
フを取り巻く環境の厳しさを実感しているところであります。
　会員及びクラブの皆様には、期間中コース整備作業のボランティア活動などにご協力をいただきましたことに、
この場をお借りして御礼申し上げます。
　両ゴルフ場は、いずれも眺望がすばらしく心身ともにリフレシュできる施設です。来年度に向かって、マレッ
トの魅力をより一層ＰＲし、入場者数増をめざした活動を進めてまいりますので、会員皆様のご協力をよろしく
お願いいたします。

塩田の郷 天下山

27年度入場者 27,502人 18,857人

28年度入場者 25,999人 19,040人

前年対比 94.53% 100.97%

27年売上 8,975,000円 3,803,900円

28年売上 8,179,300円 3,365,350円

前年対比 91.13% 88.47%

マレットゴルフ場ご利用ありがとうございました
マレットゴルフ場入場者

売上、事業報告

　明けて29年、ドラマの終了と入れ替わり、ポスト真田丸として真田丸以後の事業展開に取り組んでいます。

P Rパンフ作成し、宣伝活動に力

　　　　　　　＝ポスト真田丸での対応＝観光ガイド班
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会員数　男1,405名　女729名　計2,134名　12月31日現在

　明けましておめでとうござい
ます。穏やかな内に新春を迎え
ました。本年も皆様にとりまし
てご健勝で幸せな年になります
ようお祈り申し上げます。 

　本年は「酉年さわぐ」と言われますが、はたし
てどんな年になりますでしょうか。様々に波乱を
含んだ世界情勢の中で難しいかじ取りを迫られる
我が国の先行きが大変気に掛かるところです。 
　年明け早々「高齢者の定義を75歳以上に引き
上げるべき」と日本老年学会が国へ提言しました。
何か10歳若返ったような気分になりますが、社
会福祉や年金などへの影響など課題も多そうです。
言えることは社会の担い手としてこれまで以上
に高齢者への期待が高まっているということです。
そんな状況下ではありますが、シルバー人材セン
ターではその立ち位置と役割を再確認して、これ

からもセンターに集う働く会員皆様の就労の安定
確保と福祉向上に努めてまいりたく存じます。 
　本センターにおける今年度の事業実績は、会員
皆様の頑張りにより前年度比約 104％と順調に
成果を上げています。特に大河ドラマ「真田丸」で
盛況の当地域にあって、観光ガイドや施設管理な
ど関連事業において大きな実績を上げています。 
　介護事業に伴う生活支援事業は29年度から範
囲を拡大し、いよいよ本格実施となります。地域
の多種多様な要望に応え、信頼されるシルバー
センターとして更なる前進を続けるために会員皆
様の一層の活躍を期待いたします。そして、豊か
さと生きがいを実感できる皆様の暮らしが築か
れますことを願ってやみません。末筆ながら本セ
ンターにご指導、ご協力賜っております行政機関、
事業所、企業及び地域住民の皆様に感謝を申し上
げ年頭のご挨拶と致します。 

理 事 会 報 告 （12月22日開催）
◎平成28年11月末実績と決算予想について
　11 月末の実績は予算を上回る収入があり、このまま推移す

れば 170 万円余りの黒字が予想されます。
◎会員懇談会の議題について
　　2 月から各地区で実施される会員懇談会の日程及び主な

議題について決定しました。
◎塩田の郷マレットゴルフ場の事業報告について
　指定管理事業で塩田の郷マレットゴルフ場の実績報告がされ

ました。
◎役員の１１月事業報告がされました。
◎会員互助会報告、各委員会報告、女性班活動報告がされまし
た。

◎承認事項
議案第１号　新規会員の承認について
　11月の新規会員が承認されました。11月末の会員数は

2,132人となりました。
◎審議事項・報告事項
◎事業実績について
　11 月末事業実績が報告されました。４～ 11 月実績は前

年比 104.5％の実績となりました。

4

豊かさと生きがいのある暮らし目指して 

上田第一ブロック  小山　祐子

平
成
二
十
九
年

理事長　堀内 憲明

互助会写真同好会指導員  目黒 鉄也

確定申告をしましょう シルバーだよりと共に平成27年12月〜28年11月に就業した分の配分
金支払証明書を配布しました。皆さん、確定申告をしましょう。

　明けましておめでとうございます。
　昭和20年、終戦の年に生まれた我々
は酉年で、年女となりますがまた一つ
年を重ねるという、行き先の不安を強
く感じる昨今ですが、とりあえず健康
で毎日を送るための努力も不可欠かと
考えます。大切な健康寿命を伸ばすに
は、筋トレ、脳トレ、脂肪とれを是非実
践すべく、今年は年頭に揚げてみたと
ころです。会員の皆様方にも良い一年
であります様お祈り申し上げます。

　日頃女性班きずなの会にかかわらせ
ていただいております。昨年の介護保
険の改正により、家事援助などの女性
特有の就業が増えてきて、益々女性会
員の手が必要となっております。きず
なの会でも女性会員拡大につなげられ
るような事業にも、力を入れていく計
画も予定しております。引き続き会員
の皆様と協力しあいながら、私も全力
でこの仕事に取り組んでいきたいと思
います。

きずなの会の発展を願って

就業情報案内の電話番号は75-9666です。ご利用ください。
携帯メール、ホームページでも就業情報案内が確認できます。詳しくはセンターへ

配 分 金 の 確 定 申 告

平成28年分「配分金支払証明書」により申告をお願いします。就業をされた会員さんに支払われる「配分金」は、所得税法
上の「雑所得」として区分されます。申告の内容については、収入の種別、合算等により個々に違いがありますので、不明
な点は税務署・各市町村税務課にお問い合わせ下さい。

配分金の確定申告の時期が近づきました。
確定申告期間／平成29年2月16日(木）～3月15日(水)

北海道 知床の鶴

まあ、いいか 手抜きが招く 一大事 上田地域シルバー人材センター
安全適正就業委員会

平成28年度事故発生状況　（平成28年12月報告分）
日付 地区 性別 年齢 事故種類 事故の原因・内容

12月7日 上田 男 82 傷害 剪定中、三脚の開き止めが不十分だったため、三脚がぐらつき落下、腰を骨折入院

12月7日 丸子 男 74 傷害 剪定作業中、つまづいて転倒、右肩を庭石にぶつけ骨折通院

STOP
事故


